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　平成23年５月28日（土）、佐賀市市民会館で特定非営利活動法人地球市民の会第10回通常総会が開催されました。
現在の議決権のある会員（会の土台を支えて頂いている会員）は303名ですが、当日の出席者が34名、委任状提出者112名
で、定款に従って総会が成立しました。
　総会の詳しい資料は、同封の平成22年度活動報告書をご覧下さい。その中から要点をご紹介します。

平成22年度　地球市民の会の一年（事業概要） 

平成23年度　地球市民の会の活動方針 

●認定NPO法人となり、新しい姿で成長していくスタートの
年となりました。

●ミャンマー事業は、駐在員・本部担当女性３人体制となり、
新しい挑戦ができました。

　地球市民の会の中核事業としての役割を担っています。

●タイ事業は、新しいカタチに展開されつつあります。従来の奨学
金事業と並行して、人が活動に関わることができる場づくりを
意識した年となりました。

●中山間地元気再生事業は、佐賀市内の中山間地と市内を繋ぎ、
佐賀を知り好きになる機会をつくることができました。また、
従来からの韓国交流事業にも、更なる活気と感動をもたらす
ことができています。

●ありがとう1万人キャンペーンを実施し、『ありがとう』の気持
ちをカードに込めて贈りました。

●「佐賀から元気を送ろうキャンペーン」での東日本大震災復興
支援事業に注力します。

●ミャンマー事業は、これまでの成果を育み続けながら、3年後の
ハンドオーバーに向けてスタートをきります。タイ事業は、現
地の人々と共に、持続可能な事業への展開を目指して参ります。

●国際協力事業の新しい事業として、スリランカとラオスでのプ
ロジェクトの検討を進めて参ります。

●中山間地元気再生事業は、地域の‘ひと’や‘資源’を活かし
たパイロット事業を開始します。

●活動の振返り、経営「カイゼン」をきっちり行い、より充実し
た活動の展開をします。

●多くの皆さんと、幸せと笑顔と感動を分かち合えるように明る
く元気に取組んでいきます。

山下理事長の軽快な進行で要点を押えて進んでいきます。

顧問の方々も、会の状況に真剣に耳を傾けていただいています

地球市民として試される日々が続きますが、と佐藤会長





『子どもたちに夢と希望をつなぐ・いのちのまつりプロジェクト』

＜いのちのまつり　プロジェクトの名前の由来＞



ハッピーストック：Women to Women　サポートプロジェクト
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タイ・スリランカ便り



中山間地の元気再生プロジェクト報告

今後のベジボーイズの動向に

ご注目ください！
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今後のベジボーイズの動向に
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地球市民　感動共感 

1万人プロジェクト経過報告 
地球市民　感動共感 

1万人プロジェクト経過報告 





高柳　哲也 

”眠っている遺伝子＝無限大の可能性””困難は目覚めるチャンス”
　６月26日（日）、様々な角度から人間や教育のあり方の原点を探るプログラムの７回目を実施。遺伝子工学の権戚、村上和雄
博士の研究の斬跡をたどり、私達の眠っている遺伝子が目覚めるのはどんな時かを紐解く映画を上映しました。監督の鈴木七
沖さんと、陶彩画家で絵本「いのちのまつり」作者の草場一壽さんとの対談では制作背景や裏話が語られるとともに、会場と
のやり取りも行われ、それぞれが自分の眠っている可能性を感じる２時間半となりました。
　では、参加者の声を少しだけ…

～映画について～
　「今、生きていることの素晴らしさに改めて気づき、ありのままの自分を受け入れて生きていこうと思いました。」（10代）
　「科学や遺伝子とは縁がないと思っていたけど、おもしろい。」（20代）
　「環境や思い、笑いが遺伝子をONにするということ、科学者の見地からの話にとても共感しました。」（30代）
　「色々なことを理由に参加することを迷いましたが、今日ここに足を向けたことが私のスイッチのひとつになったと思います。」
（30代）
　「子育てのよい振り返りとなりました。」（30代）
　「社会の価値観が大きく揺らぎ、変わろうとしている時に大切なことを伝えている。」（40代）
　「小・中・高・大・幼・保どこでも、親子、先生と見て欲しい。」（50代）
　「私自身まだスイッチが入っていないのでは、可能性がいっぱい眠っているのではと思った。」（70代＋）　

～監督トークについて～
　「映画の裏話や東北震災の話を通して、監督の熱い思いがひしひしと伝わってきました。」（20代）「発信することへの愛情を
感じました。」（40代）「捉え方が参考になりました。」（60代）

　はじめまして！私は高柳哲也といいます。今年の４月
よりお昼から夕方までの時間帯で夢の学校で送迎とＩＴ
関係事務を中心にお世話になっています。その他の時間
帯は進学塾で理科の講師をやっていたり、いろんな所に
出向いてワークショップをしたりしています。
　夢学では、好奇心旺盛な子ども達に毎日たくさんのこ
とを教えてもらって楽しく過ごしています。着任当日に
は子ども達から心のこもった折り紙のプレゼントをもら
って私は大はしゃぎでした。
　夢学の子ども達には建学の精
神を培い、何事にも興味を持つ
ことで意欲と集中力を兼ね備え
た子どもに育ってもらえるよう
に精一杯頑張りますので、今後
ともよろしくお願いいたします。

相良　伸武 
　夢の学校をつくる会でのたくさんの出会いすべてが私
の財産であり、支え、育てて頂き、感謝の気持ちでいっ
ぱいです。ぼうけんタマテ箱を通して自然に魅了され、
４月からは金立教育キャンプ場に勤めています。自然の
魅力のひとつに「不便」があります。普段の便利な生活
であれば、スイッチひとつでご飯が炊けますが、電気が
なければ、薪を拾い、割り、火を起こし、火加減を調節
して、などたくさんの過程と経験があって初めてできる
作業です。これだけ手間ひまかければ自然と作ってくれ
てありがとうと思いませんか。またこのご飯が本当にう
まい！食べ物に対しても感謝の気持ちが生まれます。「不
便」もたまには良い経験ですよ！
　私はこれからも、「たくましさや好奇心を育み、感性
と知性のバランスの取れた人を育む」ために、自然の素
晴らしさや大切さを人に伝えていきたいと思います。そ
して、将来その思いを「夢の学校」につなげるために…
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